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遺跡の遠景
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刊 行 の こ と ば

このたび長野県中野建設事務所の委託を受け、真引川改修工事 に伴 う新野遺跡の発掘調査を8月

19日か ら約3カ 月かけて実施しました。新野遺跡は問山扇状地の末端に広がる大遺跡で、過去に一

部の区域が調査されたことがあ りましたが、このときの調査では遺構等が明確に把握できませんで

した。 このたびの調査区域 はそれに連なるものです。そ して遺跡は弥生時代から古代にかけての集

落跡 と予想 されていましたが、調査の結果、主に古代の集落跡であったことが解明されました・

本調査 は社団法人中野広域シルバー人材センターに新野遺跡発掘調査団を設置 していただき、中

野市教育委員会の指導監督のもとに進められました。

発掘調査の結果につ きましては本報告書に詳細に述べ られているとお りです。遺跡は泥炭地で湧

水が多 く、発掘は水 と泥 との格闘であったといっても過言ではありません。発掘調査に参加された

人たちはいずれも豊かな経験者 と聞いています。困難な発掘の中で、板で蓋をした珍 しい貯蔵穴 も

発見されました。

この発掘調査は間山扇状地の古代史を解 き明かす資料を提供 しました。近 くにはよく知 られた金

鎧山古墳や高遠山古墳が所在 しています。そうした歴史の事実を一つ一つ解明していくことは大切

なことと思います。最後になりましたが、炎天下から秋霜の期間に行われた発掘調査、それにその

後に続 く整理作業 と報告書の作成、これらをみごとに遂行 された調査団の皆さんに深 く感謝申しあ

げます。

中野市教育委員会



例 言

1本 書は中野市新野に所在する新野遺跡の発掘調査報告書である。

2発 掘調査は平成14年8月18日 ～11月21日 にわたって実施 した。

3本 調査は長野県中野建設事務所の委託を受け、中野市教育委員会が(社)中 野広域 シルバー人

材センターに委託 して行った。

4各 遺構及び検出遺物の注記は、次のとおりである。

SB住 居趾、

SD溝 状遺構

SX不 明遺構

SK土 墳

シ 焼土

ケ 検出遺物

集 集石、

A・B・C

D・E・FA～F区 の検:出遺物

5調 査区は、南からA～F区 に分けた。

6本 文の原稿の執筆 と編集は竹田保夫が行い、関孝一と中島庄一が監修 した。

7石 器実測 ・トレースは尾澤みつ子、土屋直美、橋内賢裕、写真撮影は竹田保夫、坂口二郎が主

として担当した。

8長 野県立歴史館の白沢勝彦氏には土坑蓋の保存処理で多大なご協力 をいただいた。

9野 尻湖ナウマ ン象博物館の中村由克氏と近藤洋一・氏には馬歯の鑑定でご指導いただいた。

10本 遺跡の出土遺物及び遺構図 ・写真等の記録資料は中野市歴史民俗資料館が保管している。
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第1章 経 過

第1節 発 掘 調 査 前 の 経 過

1経 過

1月28日 中野建設事務所長から通常砂防事業

真引川改修工事 に伴 う埋蔵文化財発掘の通知につ

いて進達依頼がある。

2月28日 長野県教育委員会教育長か ら周知の

埋蔵文化財包蔵地における土木工事等についての

通知がある。

中野市6月 議会で新野遺跡発掘調査の伴 う発掘

調査費用の予算措置をする。

7月11日 中野市長と中野建設事務所長の両者

で新野遺跡発掘調査の受託契約を締結 し、中野市

が受託する。

工期は平成14年7月12日 から平成15年3月20日

とする。

8月12日 中野市長と社団法人中野広域シルバ

ー人材センター理事長の両者で新野遺跡発掘調査

の業務委託契約を締結 し、中野広域 シルバーセン

ターへ発掘調査の委託をする。

工期は平成14年8月13日 から平成15年3月20日

とする。

2調 査 団の構 成

参与 中野市教育委員会

教育次長 武田 良平

生涯学習課長 高野 澄江

同 課長補佐 武田 貞治

同 文化財係長 中島 庄一

同 指導主事 安藤 照治

事務局 ㈹中野広域シルバー人材センター

理事長 谷本 利夫

事務局長 山田 実男

庶務経理主任 池田 八重子

業務主任 池田 徹

業務担当 西原 健太郎

調査団長 関 孝一

調査主任 竹田 保夫

調査員 聯 関 武

調査補助員 尾澤 みつ子

橋内 賢裕

樋口 昌良

山崎 和人

発掘作業員

畔 上 三子男 畔 上 ちよ子 池 田 良 高

坂 口 二 郎 鈴 木 金 三 塩 島 長 子

田 河 正 文 竹 節 行 治 徳 永 徳 一

富 岡 栄 康 中 島 守 利 中 林 喜 一

西 山 茂 三 堀 川 章 水 野 和 夫

宮 崎 光 平 武 藤 良 助 村 上 治

山 崎 秋 雄 山 本 直 治 横 田 六三郎

整理作業員

芋 川 純 子 笠 松 宏 之 金 井 美知子

小 林 敦 子 関 志穂美 田 中 佐知子

土 屋 直 美 徳 武 めぐみ 古 川 直 美

坂 口 二 郎

第2節 発 掘 調 査 の 経 過

1発 掘 調査 日誌

8月2日10時 から調査区の範囲確認のため現

場立会を行う。

8月13日 コンテナハウス、 トイレを搬入する。

8月19日(月 曜日)晴 れ

中野市歴史民俗資料館で備品.器 材の確認をす

る。午後、調査区東側か ら重機を用いて、表土剥

ぎを開始する。

午後4時 、中野広域シルバー人材センター事務

局2階 で結団式を行う。



8月20日(火 曜日)曇 り時々雨

8時 半 より現場において開所式を行う。終了後、

器材 を搬入する。

重機による遺物包含層の確認を行う。

東側調査区で井戸 と排水遺構 を検出する。

標高のベ ンチマークを5箇 所設置する。

8月21日(水 曜 日)晴 れ一・時雨のち曇 り

調査区は6面 の圃場整備による段丘面か らなり、

南か らA・B・C・D・E・F区 とする。

重機を用いてA区 西側の表土剥 ぎを行う。

8月22日(木 曜日)曇 りのち晴れ

井戸と排水遺構iの実測 を行 う。 トレンチによる

断面の観察を行 う。

8月23日(金 曜日)曇 り

排水遺構の実測 と写真撮影を行う。

B区 の トレンチから中世 と思われる炉趾を検出

する。 さらにその下か ら櫛描文土・器が出土 し、焦

土帯 も検出される。土師・器と一緒に縄文時代の竹

管文土器が出土する。

排水遺構iに用い られた平板を検出する。

A地 区西側寄 りの黒色土直上に河砂の畝状遺構

を検出する。

8月26日(月)晴 れ

青銅器が出土する。

A区 の5層 上面で遺構の検出作業を行 う。

排水遺構北側石組を取 り除 く。

石組の排水遺構直下に、杭止めの板 と対になる

板が検出される。

8月27日(火)晴 れ

井戸 と排水遺構の実測を行 う。A区 で遺構の検

出作業を行う。

8月28日(水)晴 れ

B区 で トレンチによる遺構の検出作業 を行 う。

重機を用いてA地 区の南側を5層 まで掘 り下げ

る。

8月29日(木)晴 れ

B区 の遺構検出を行う。重機を用いてA区 を掘

り下げる。

枝 を束ねた暗渠が調査区中央の斜面に沿って南

から北に向かっているのを確認する。畝が南西か

ら北東 にかけて検 出され る。

8月30日(金)晴 れ

B区 の遺構検 出作業 を行 う。

管玉が出土す る。

8月31日(土)晴 れ

重機 を用 いて、A区 北側 の表土剥 ぎを行 う。

住居趾2軒 を検 出す る。

9月2日(月)晴 れ

工程会議 を行 う。 関調査団長、中島 ・安藤参与、

山田事務局長、事務局池 田 ・西原、調査 主任 竹田

の6名 が主席す る。

重機 を用いてA区 を掘 り下 げる。C区 か らD区 、

E区 、F区 に トレンチ を設定す る。

B区 の遺構検 出作業 を行 う。住居趾 と思 われる

2軒 の遺構iと焼土 のブロ ックを検出す る。小型甕

が出土する。

9月3日(火)晴 れ

南北 に トレンチ を2本 、東西 に3本 設定 し、遺

蒋の検 出を行 う。

E区 め トレンチか ら縄文土器 と弥生土器が 出土

する。

9月4日(水)晴 れ

D区 の トレンチか ら土師器 と須 恵器が 出土する。

9月5日(木)晴 れ

1・2号 住居趾 を床面 まで発掘 し、土・器の取 り

一ヒげ を行 う。

B区 の遺構検 出作業 を行 う。

9月6日(金)曇 りのち雨

B区 の遺構検 出作業 を行 う。

)月9日(月)曇 り___.時晴れ

第2回 工程会議 を行 う。調査 団長 関、 中島 ・安

k参 与 、事務局池田 ・西原、調査主任竹 田の6名

)咄 席す る。

2号 住居趾の検 出作業 を行 う。

)月10日(火)晴 れ

1号 住居趾 にセクシ ョンベル トを設 け掘 り下 げ

5。

B区 の東側 トレンチか ら遺構検 出作業 を行 う。

A区 とB区 との問に地層 断面 を確 認す るため、

ま機 で トレンチ を設定す る。

2



沈線文土器片が一点出土す る。

9月11日(水)晴 れ

1号 住居肚 の床面 と思われる下 か ら古:墳時代 の

土師器が出土す る。住居趾 内のセクシ ョンは上 か

ら焦土帯、炭 を含 む層、炭 が まば らに含 まれる層、

貼 り床 と思 われ る粒子 を含 む層に分 かれる。

9月12日(木)晴 れの ち曇 り

1号 住居趾 の調査 を終了 し、A区 の調査 を完 了

する。

今 日か ら土運搬 のクロラー ダンプが稼動 する。

9月13日(金)曇 りのち雨

B区 の全体 を掘 り下 げ、遺構の検出作 業 を行 う。

不 明遺構1・2の 検 出作業 を行 う。セ クシ ョン

ベル トを設定 し炭 と焦土 の層 を発掘す る。か まど

が検出 され る。

棒状取手 を持つ土師器 とその横 に灰色粘土魂 を

含 む土坑が検出 される。

9月17日(火)雨

雨 のため作業 を中止する。重機 を用いて湧水 の

排水路 を整備す る。

9月18日(水)曇 り一時晴れ

B区 の全体 を掘 り下げ る。焼土No.4～9を 検出

す る。

不 明遺構1を 完掘す る。集石1の 土器 を取 り上

げる。

9月19日(木)晴 れ

B区 の遺構発 掘作業 を行 う。不 明遺構3を 検:出

す る。

9月20日(金)晴 れ

B区 の遺構検 出作業 を行 う。

焼土No.11を 検 出す る。

土坑、柱 穴、溝状遺構 を完掘 する。

9月21日(土)晴 れ

重機 とクロラーダ ンプによる残 土の片付 けを行

う。

9月24日(火)晴 れ

不明遺構3に ベル トを設 けて焦土 と炭 を含 む土

層 を発掘す る。焦土No.llの か まどを掘 り下 げる。

9月25日(水)曇 りのち晴れ

不明遺構3を 完掘す る。焼土No.8・9を 掘 り下

げる。

9月26日(木)晴 れ

焦土No.8.9を 掘 り下 げる。

焦土No.11を 完掘す る。

重機 を用 いてC区 を10層 の泥炭層 まで掘 り下 げ

る。甕の口縁 部で隆帯が施 されている縄文土器が

出土す る。

9月27日(金)曇 り一時晴 れ

不明遺構3の 床面 と思 われる面か ら焦土帯 と黄

色粒 子 を含む粘土 を検 出す る。

焦土Na9を 掘 り下 げる。

B区 を掘 り下げる。鉄製 品 と鏡片 と思 われ る金

属片が 出土す る。

10月2日(水)晴 れ

不明遺構3を 掘 り下げる。焼土Na9の 検出 を行

う。C区 の泥炭層内の遺物 を検 出す る。

10月3日(木)晴 れ

泥炭層 は2層 に分層 で き、縄文時代 と思われて

いた下層か ら須恵器 ・土 師器 な どが出土す る。

不 明遺構3の 焦土帯 と黄色 い粒子 を含む硬 質な

褐色土 を検 出す る。

焦土No.6・8を 掘 り進 める。

C区 の泥炭層内の遺物検 出を行 う。

10月4日(金)晴 れ

焦土No.6を 完掘す る。か まどを築 く際、砂 を敷

き詰 めた様子が うかがえる。

不 明遺構4を 掘 り下 げる。

C区 泥炭層内の遺物 の検 出を行 う。

重機 を用いてD区 の表土剥 ぎを行 い、っつ いて

A区 北側 を発掘する。

A区 か ら焼土のブロ ックを検出する。

重機でB区 南側を泥炭層 まで掘 り下 げる。

10月5日(土)晴 れ

重機 でE区 に湧水 の排水路 を作 る。

10月7日(月)雨 のち曇 りのち晴れ

雨 のため午前中は、土器洗い を行 う。

D区 か ら柱 穴状遺構 を2基 検 出する。砂質黒色

泥炭層か ら内黒土師器、獣骨、木片が 出土す る。

10月8日(火)曇 りのち雨

A区 とB区 を掘 り下 げる。
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7号 住居趾 のプ ランを検 出す る。

雨のため午後 か ら土器洗 い を行 う。

D区 の砂礫 を含 む泥炭層 に内黒土 師器が 出土す

る。

10月9日(水)曇 り

7号 住居趾 か ら甕が完形 で出土す る。

D区 を重機 で掘 り下 げる。泥炭層か ら土器 片が

出土する。

午前 中は土器洗 いを行 う。

10月10日(木)晴 れた り曇 った り

7号 住居趾の調査 を進め る。覆土に粘土魂 を も

つ遺構が検 出す る。

10月11日(金)晴 れ

7号 住居趾の発掘 を進める。

A区 で住居趾 の プランが一部見 え始 める。焦土

帯 の周囲 よ り古墳 時代 と思われる土 師器が集中 し

て確認 され る。

10月13日(日)晴 れ

現地説明会 を行 う。中島庄一参与が説明する。

10月15日(火)晴 れ

7号 住居趾 の調査 を行 う。

土器 が集 中す る焼土No5、6、18の 遺物 を取 り

上げる。

重機 に よる掘 り下 げを行 う。礫 を含 む泥炭層か

ら土師器が 出土す る。

10月16日(水)曇 りのち晴れ

午前 中、土器洗い を行 う。7号 住居趾 を掘 り下

げる。A区 の遺構検 出 を行 う。

10月17日(木)晴 れ

F区 に トレンチ を設定す る。

7号 住居趾 の調査 を終了す る。

焼土No.17・18、 集石No.7の 土器取 り上げる。

10月18日(金)晴 れ

A区 の遺構検 出を行 う。D区 の泥炭層 で遺物の

検出作 業を行 う。

10月21日(月)雨

雨のため作業 を中止す る。

10月22日(火)曇 り

第3回 工程会議 を行 う。関調査 団長、中島 ・安

藤参与、事務局池田 ・西原、調査主任竹田の6名

が出席す る。

午前中は土器洗 い を行 う。焼土No.23～25を 検 出

す る。

10月23日(水)晴 れ

A区 を掘 り下 げる。

10月24日(木)晴 れ

B区 で泥炭層内の遺物 を検 出する。東壁 面の遺

物 を取 り上 げる。

10月25日(金)晴 れ

9号 住居趾 を検 出する。焼土No.23を 掘 り下 げる。

E区 の泥炭層 か ら加工痕 のある木材が 出土す る。

10月28日(月)晴 れ一時曇 り

9号 住居趾 を掘 り下 げる。焦土帯の西側 に円形

の落ち込みを検出 す る。

不 明遺構=10の確認作業 を行 う。

10月29日(火)雨 の ち曇 り

雨 のため終 日土器洗 い を行 う。

10月30日(水)曇 り

不明遺構9と9号 住居趾 の全体 を下げ る。焼土

A、 焼土Bの 検 出作業 を行 う。

E区 、D区 泥炭層 の遺物の検出作業 を行 う。

10月31日(木)晴 れ

9号 住居趾 の全体 を掘 り下げ、柱穴 を完掘す る。

E区 ・D区 で泥炭層で遺物 の検 出作業 を行 う。

11月1日(金)曇 り一・時雨

焼土Bブ ロックを残 して9号 住居趾 を掘 り下げ

る。

E区 ・B区 の泥炭層 で遺物の検 出作業 を行 う。

午後か ら土器洗 いを行 う。

11月5日(火)曇 り一時雨

第4回 工程会議 を行 う。関調査 団長、 中島 ・安

藤参与、事務局池 田 ・西原、調査主任竹 田の6名

が出席す る。

9号 住居趾 の床 面直上 か ら縄文時代 の打製石斧

が 出土す る。

11月6日(水)晴 れ一時曇 り

9号 住居趾 のかま どの東側 に4枚 の平板 を蓋 に

した貯蔵穴 が検 出され る。

D区 ・E区 の泥炭層で遺物 の検出 作業 を行 う。

11月7日(木)晴 れ
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報道の取材がある。貯蔵穴の蓋4枚 のうち、北

側から2枚 目の蓋板にほぞ穴を確認する。

11月8日(金)晴 れのち曇 り

9号 住居趾のかまどに断面を設定 し、発掘する。

午前中D・C区 で遺物の検出作業を行う。午後

から土器洗いを行 う。

11月11日(月)晴 れ

9号 住居趾の貯蔵穴の蓋板は炭化 してもろく、

保存のため液体樹脂を注入する作業を行う。

土器洗いを並行 して行 う。

11月12日(火)雨 のち曇 り

土器洗いを行 う。

9号 住居趾のかまどを完掘する。住居趾内の2

つの土墳 を全掘する。10号 住居趾の床面を検出す

る。

11月13日(水)曇 り時々晴れ

長野県歴史館の白沢勝彦氏 らが貯蔵穴の蓋の保

存処理のために来る。蓋板を取 り上げる。

土器洗いを行 う。

11月14日(木)晴 れ

貯蔵穴を完掘する。10号 住居趾 を掘 り下げる。

11月15日(金)晴 れ

住居趾内から櫛描文が施された甕と赤色塗彩さ

れた土器が出土する。住居趾内の出土 と思われる。

不明遺構11・12を 完掘 し、現場での発掘作業は

すべて終了する。土器洗いを行 う。

11月18日(月)晴 れ一時曇 り

土・器洗いを行 う。

泥炭層から出土 した一・部藍鉄鋼化 した草食動物

の歯の鑑定を、野尻湖ナウマン象博物館の中村由

克氏 と近藤洋一氏に依頼する。馬歯 と判明する。

11月19日(火)晴 れ

土器洗いを行う。

11月20日(水)晴 れ

午前中、土器洗いを行 う、午後か ら器材の撤収

を行 う。現場作業はすべて終了する。

11月21日(木)

中野市歴史民俗資料館で器材の整理を行 う。

11月22日(金)

整理作業を始める。

11月26日(火)

新野公民館において中野市教育委員会主催によ

る発掘調査報告会を行う。出席者は40名、主催者

側か ら高野澄江生涯学習課長、中島 ・安藤参与、

関調査団長、竹田調査主任、関調査員、橋内調査

補助員が出席する。

2整 理作業

整 理作業 は11月22日 ～2月28日 まで行 う。

土 器洗 いは現場作 業 と平行 して行 い11月25日 に

終 了する。引 き続 きシルバ ー人材 セ ンター会議室

を作業所 とし、注記 を行 う。1月31日 に終了。

遺構1・地層の第二原図は11月22日 ～2月28日 に、

遺物修復、遺物実測、 トレース はそれぞれ並行 し

て行 い2月28日 に終 了 した。

遺構.遺 物の考察 も図版作 りと並 行 して行い、

2月28日 に終了 した。

印刷 は3月4日 に入稿、以降は校正 と平行 して、

遺物及 び記録 資料 の残務整理 を行 う。

作業風景(1)

(2)
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第2章 遺 跡

第1節 遺跡の位置 と立地

新 野 遺 跡 は 北 緯36。43/14.53"東 経138。

22/32.11"標 高348mに 位 置 し、中野市新 野字宮

下461-1～479-3に 所在 する。

中野市 は長 野盆地 の北部 にあって、長軸40km、

短軸10kmの 紡錘形 をしている。 中野市の北側 は高

井富士 と呼 ばれ る1,351・5mの 高杜 山が そび え、

夜 間瀬 川に よる中野扇状地が 開けてい る。中野市

の南端は千曲川の後背湿地にあたり、延徳沖 とよ

ばれる水田地帯が広が り、小布施町と境を接 して

いる。西には西部山地からなり一部に高丘 ・長丘

丘陵を配する。

東側は、箱山か ら雁田山を南北に結ぶ東山山系

が上信越県境の高峻な山岳地帯に連な り東縁 をな

している。

新野遺跡はこの東縁に形成された間山扇状地に

所在 している。扇状地は西面し、道灌山を水源 と

する十二川 と真引川によって形成 されたものであ

る。十二川と真引川は扇状地末端で篠井川に合流

し、西流して千曲川に注いでいる。

第1図 遺跡の位置
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第2図 遺跡の範囲と調査区
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問山扇状地の地形は中野扇状地ほど奥行 きがな

く、山間地の地滑 りや山崩れによって、急斜面に

なっている。そのうえ、扇頂 ・扇央 ・扇端の特徴

が区別 しにくい複雑な地形 も部分的にみられる。

例えば新野遺跡であるが、その大部分は扇端部に

広がる大遺跡である。 しか し今回の発掘調査によ

れば、不透水層の泥炭層は扇央部にも堆積 し、地

下水は伏流せず、豊富な湧水がみられた。扇状地

のすべてにわたって調査 したわけではないので、

あるいは発掘地域の真引川にそった特別な地層状

態かもしれない。

須恵器、弥生及び縄文土器が混在 して出土 してい

た。その上下に洪水や土石流による堆積層が確認

できた。

A・B区 で確認した9層(泥 炭層)は 形成時期

が比較的新しく、4層 は近代、6層 は弥生時代ま

では遡 らないと考える。泥炭層は下流へ行 くにし

たがい厚みを増 し、F区 では洪水や土石流による

複雑な地層の堆積状態がさらに複雑になる。遺物

の出土はなかった。

第3節 新野遺跡の周辺の遺跡

第2節 土層の状態

真引川 にそ って行 われた発掘調査 は、上流か ら

A区 ・B区 ・C区 ・D区 ・E区 ・F区 の調査 区に

分 けた。発掘調査 の結果、真引川は蛇行 を くりか

えし、湿地 の葦 な どによる泥炭層が広範囲 に形成

されていた。かつ ての真引川跡 をみる と、第10図

の とお りで、A区 南側 の東か ら蛇行 し、A区 西側

の調査 区外 で弧 をえが き、B区 を横切 って東側の

調査 区外 に延 びていた。その蛇行 した河畔で、舌

状 の微高地 に弥生時代後期か ら古代 の住居趾が認

め られた。

次に調査 区の土層状態 をみ ると、A区 ・B区 で

は現代 か ら泥炭層 にいたるまでたびたびの洪水 が

くりかえされ何層 もの水成層が観察 で きた。

調査 区南端第3図No.1・2地 点では遺物包含層

はなかった。第3図No.3地 点では弥生時代の文化

層下層 に洪水跡 の層 を挟んで9層(泥 炭層)が あ

り、B区C-17グ リッ トまで続 き消 える。9層

(泥炭層)に は流れ込 み と思われ る縄文時代 中期

の土器片が数点 出土 していた。 この泥炭層の形成

時期 は弥生時代後期以前か ら縄 文時代中期 まで遡

る と考 え られ る。

B区C-17グ リッ ト下流、C・D・E・F区 で

は圃場整備事業 による撹 乱が泥炭層 にまでお よん

でいた。泥炭層 は第3図Na5・7地 点で観察 で き

るよ うに何層 にも堆積 していた。第3図No.5地 点、

4層 では水 田跡が検出 され、6、9層 では土 師器、

1周 辺の遺跡

新野遺跡の周辺にはい くつかの遺跡が発見 され

ている(第1表)。 そのうち、発掘調査が行なわ

れた遺跡は5個 所ある(第2表)。 そこで、本遺

跡の歴史的な背景を考える上で必要 と思われる遺

跡の概略について触れておきたい。

新野上東遺跡

本遺跡から北東方向に約500m離 れた遺跡で、

新野遺跡 と一連のものである。昭和58年 、 日野小

学校のグラン ド造成工事に伴 う発掘調査が実施さ

れた。詳細は不明であるが、土師器、須恵器が認

められたという。遺物量は少ない。

間山遺跡

本遺跡の上流、問山扇状地の扇央に位置する大

きな遺跡で、道路の拡幅改良工事 に伴い三次にわ

たる発掘調査が実施された。主に弥生時代後期か

ら古墳時代初頭にかけての集落跡が確認 されてい

る。

新野遺跡では古:墳時代前期の遺物が確認されて

いるが、間山遺跡では古:墳時代の初頭以後、集落

が営まれた痕跡がない。新野遺跡へ と集落を移動

させた可能性 も否定できない。

高遠山古墳

遺跡の北方、約900mは なれた問山扇状地の北

を画す尾根の先端に位置する。平成9年 から平成

11年にかけて、宅地造成に伴う発掘調査が実施さ

れた古墳時代前期初頭の前方後円墳である。
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第3図 地層断面図
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第4図 周辺の遺跡
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(表1)問 山 ・新野地区の遺跡 『中野市遺跡詳細分布図』中野市教育委員会1985年 より

番号 県番号 遺跡名 所在地 立地 遺構 ・遺物 文献 所蔵者 調査の有無

23 7918 金鎧山古墳: 新 野 ・金 山頂 (古)円 墳(径21m、 高2.6 3.4.5 東京国立 有(大 正14
鎧山 m) 博物館、 年)

合掌型石室 松 山寺、

珠文鏡 、五鈴鏡 、勾 玉3、 市指定史
管玉1、 丸玉90、 白玉36、 跡
貝輪1、 剣3、 直刀5、 矛

2、 鎌250、 斧 頭1、 鋸2、

砥 石、環鈴 、鎮具 、留金具 、

土師器、須恵器、人骨

24 新野1号 古墳 新野 ・金 山麓 (古)円:墳(径16m、 高2.5

鎧山 m)

25 新野2号 古墳 新野 ・金 山麓 (古)円 墳(径13m、 高2.5

鎧山 m)

26 9831 行人塚遺跡 新野 ・行 (平)須 恵器

人塚、立

道、金 山

27 小曾崖城跡 新 野 ・西 山頂 (中)青 磁 器、 黒粕 、 白粕 、 1 檀原長則、
山 、 後 山 、 陶器、古銭、染付 72 本藤秀明
竜宮 山、
hfr坑 山

28 6539 新野遺跡 新 野 ・前 扇状地 (縄)中 期 土・器、石 鎌、 打 4
田、 日野 石 斧、磨石 斧、石匙 、石 錐、

岡、宮 上、 石 皿、石棒 、

宮下ほか (平)土 師器、須恵器

30 9832 新野上東遺跡 新野 ・上 扇状地 (平)土 師器、須恵器 有(昭 和58

東、溜池 (中)内 耳土器 年)
下

31 6540 問山遺跡 問 山 ・津 扇状地 (縄)前 期 土 ・器、 石鍬 、打 4.6.7. 日野小学 有(昭 和

島、石 堂 石斧 、磨石斧、石 匙、石錐、 8. 校、鈴木 33.58年)

道下、宮 敲石、磨石、環石ほか 75 加奈登、

前、宮下、 (弥)後 期土器、太形蛤刃 80 酒井庄市
森下ほか 形石斧、石槌、合口甕棺 原沢邦男

(古)土 師器、灰粕陶器、 原沢邦男
管状土錘、鉄斧、住居趾3

古銭

32 6541 岸梨遺跡 問山 ・岸 山麓 (平)土 師器 有(昭 和54

梨、清水 年)

畑

34 7872 建応寺跡 問山 ・建 山腹 (平)土 師 器、 堂趾5、 湧 中野市 中野市教 有(昭 和

応、南向 水地1、 土塁、塚 、灰粕 教育委 育委員会、 54.57.58年)
平 (中)陶 器(珠 洲 、青 磁、 員 会、 市指定史

白磁)、 砥石 、 宋銭 、懸 仏、市指定 跡
石臼、五輪塔 史跡

38 高遠山古:墳 新野 ・嘉 山頂 (古)前 方後円墳(全 長55 有(平 成9.

滝 山、古 m、 前 方 幅18m、 高4.5m、 11年)

屋敷 後方径30m、 高5.5m)
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文献一覧

1長 野県教育委員会1983『 長野県の中世城館跡』

3岩 崎長思1926『 金鎧:山古:墳』(県史蹟 報告5)

4長 野県教育委員会1953『 下高井』

5森 本六爾1926『 金鎧:山古墳の研究』

6桐 原健1953『 信濃国問山発見の合口甕棺』(上代文化24)

7桐 原健:1958『 長野県中野市問山石動下遺跡調査予報』(信濃 皿10-2)

8中 野市教育委員会1984『 問山』

9中 野市教育委員会1983『 建:応寺跡の調査』(高井62)

72小 林秀夫 ・檀原長則1983『 長野県小曾崖城跡出土の元青花』(貿易陶磁研究)

75檀 原長則1982『 中野市問山発見の八陵鏡について』(高井73)

80中 野市教育委員会1984『 問山一間山遺跡緊急発掘調査報告書』

(表2)昭 和38年 以降の問山 ・新野地区の発掘調査遺跡 『平成11年 中野市教育要覧』 より

年度 調 査 遺 跡 所在地

昭和52 問山建応寺跡確認調査 問 山

昭和53 間山建応寺跡発掘調査(1次) 問 山

昭和54 岸梨遺跡緊急分布調査 間 山

昭和54 間山建応寺跡発掘調査(2次) 問 山

昭和56 新野上東遺跡緊急分布調査 新 野

昭和57 間山建応寺跡発掘調査(3次) 問 山

昭和58 新野上東遺跡(日 野小学校グランド造成) 新 野

昭和58 問山遺跡(県 道拡幅) 問 山

平成2 新野遺跡(道 路改良事業) 新 野

平成3 間山遺跡(道 路改良事業) 問 山

平成4 問山遺跡(道 路改良事業) 問 山
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この古墳 の存在 は、新野地籍

や問山地籍 の歴 史的 な脈絡 を考

える うえで無視 しで きない。少

な くとも、新野地籍や 問山地籍

の古 代の集落が この古墳 の築造

をささえた と考 えるこ とが で き

るか らである。

金鎧 山古墳

問山扇状 地の南側 を画す る尾

根上 にあ る円墳古墳 である。大

正14年 、本藤文明氏 らが 中心 と

なって、石室 を開口 させ 、五鈴

鏡 など多 くの遺物 が発 見 された。後 に森本六爾等

が再調査 してい る。6世 紀 の古墳 と考 え られてい

る。 この古墳 の築造 を支 えた集落 は、や は り問山

扇状地 に存在 した と考え られる。平成2年 の調査

時 に確認 された土師器な どを考慮す れば、新野遺

跡 とも無関係 とは思 えない。

今 回の新野遺跡の際に表面 を清掃 した ところ、

葺石が確認 された。 この地域 を代 表す る6世 紀代

の古墳 で、市指定 史跡 になっている。

建応寺跡

問山扇状地 を形成 した真引川の源流 、雲井嶽の

中腹 に位置す る。礎石建物が1件 調査 されている

が周 囲には平坦面(段 き り)が3個 所 あ り、 いず

れ も建物が あったと考 え られ る。

建物趾 の調査 の際 に発見 された遺物 か らみ て、

古代 末に建立 され、 中世 までい とな まれていた と

考え られる。

また、問山扇状地や、 山中 には 「石道坊」、「鳥

道坊 」、「社 光坊 」、「三光坊 」、「達生坊 」、「善忍

坊J、 「道光坊 」、「阿光坊 」、「安心坊」、「丹 心坊」、

「武道坊」、「南光坊」 とい った 「坊」 を思わせ る

地名が残 っている。古代末か ら中世 にかけて山岳

修現 の地 となっていたこ とが考 え られ る。

この ように、新野や 問山地籍の間 山扇状地 は、

東 日本最古 の前方後 円墳 であ る高遠 山古墳 や、金

鎧山古墳 、あるいは建応寺 に代表 され るように、

常 に脚光 を浴びる特異 な歴 史的脈絡 を有 している。

新 野遺跡 もこうした歴 史的脈絡 を背景 にした遺跡

であると同時にその歴史的な脈絡を構成する大切

な遺跡であるといえよう。

2新 野遺跡関係の調査

道路拡幅工事 に伴 う発掘 調査

平 成2年 、今回の調査区の東端 を横切 る ように

道路 が整備 され、それ に伴 う発掘 調査が実施 され

た。遺構等 は確認で きなか ったが、縄 文時代後期

後半の遺物 、古墳時代前半の土器、中世 の埋納銭

が出土 している。

縄 文土器(第5図1～17、 第6図26)

縄 文土器 はそれほ ど多 くはない。その代 表的な

土器片 を図示 した。縄文十器 は総 じて、中期後半

の土器であるが、その文様構成 などか ら概 ね3類

に分類する ことに したい。

第1類(第5図1～5)

幅の広い沈線 と縄文 か ら文様が構成 される一群

で、東北地方に系 譜を求 めることがで きそ うであ

る。第1図1は 波状 口縁 をなす と思われ る口縁部

の破片で、帯 状縄 文に文様が構成 され る。2は キ

ャ リパー形深鉢土器 の胴部 中程の破片である。胴

部上半 にU字 状のモチーフが、下半部 には逆U字

状のモチー フが施文 される類 であろう。関東地方

の 中期後半 にも認め られる ものだが、施文する沈

線がやや太 く、U字 状 のモチーフを画す る沈線 が

二重であ ることなどか ら本類 とした。2、4、5

も同様 なキ ャリパー形の深鉢 の破片であ ろう。3

は沈線 とす るよ りも凹線 とも表現すべ き沈線に よ
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第5図 平成2年 出土、縄文土器
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第6図 平成2年 出土、縄文土器と石器
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第7図 周辺の出土遺物(1)

って、渦状の文様が施文 される もの と思 われ る。

東北地方の 中期後半末葉 の土器 と類似 してい る。

第2類(第5図6～11)

指頭 による圧痕 をもつ一群 を本類 と した。原則

的には縄文が地文 となるが、第1図11の ように、

地文が沈線文の もの もある。 これ らは綿田弘実氏

のい う指頭圧 痕文土器 の類 と考 えたが、細 かにみ

る と指頭圧痕 には、指頭か らヘ ラ状 の工 具に よっ

て施文 された と思われる もの まであ り多様 である。

本来 ならば細 分するべ きで あろ う。

6～10は 口縁部 の破片であ る。10は 深 く切れ込

む波状 口縁 の先端部破片であ り、他 の平坦 な口縁

の もの比べ る と特異 であ る。 また、波頂部か ら垂

下する沈線 が三本 であることも注意 をされる。圧

痕隆帯文土器 と区別すべ きか も知 れない。場合 に

よっては後期前半 に下が る可能性 も否定で きない。

今 回は圧痕 隆帯文土器 として本類 に含めたが、今

後注意すべ き土器であろ う。

第3類(第5図12か ら第6図24)

関東 地方 の加 曽利E様 式 に比 定 で きる もの を

本類 とした。沈線 によって文様が構 成 される もの

(第5図12,13,17、 第6図19、21、22)、 微 隆起

線文 によって文様が構成 され るもの(第5図14～

16、 第6図21)が ある。微 隆起線文 の断面は三角

形 である。地文 には縄文、櫛 歯状 の工 具に よる細

沈線 の三種 あ る。

文様の構成 には大 きなU字 状 の文様 モチーフが

施文 され る第5図13、17、 第6図21)と 口縁部 の

下端 に沈線 や微 隆起線文 をめ ぐらせ、 そこか ら沈

線や微 隆起線 文垂 下 させ る ものがあ る(第5図14、

第6図18、20、21)。

石器(第6図27～30)

打製石 斧(第6図27～29)と 凹石(第6図30)

がある。打製石斧 はいずれ も短冊形 の打 製石斧 で

あ る。凹石 は断面三角形の細 長い転石 を用 い、 そ

の側面が利用 され る。一・面 に三箇所 の凹部、他 の

二面 にはそれぞれ二箇所の凹部が観察 で きる。

古墳時代の土器(第7図1～7)

小型 丸底 壷(第7図1)、 杯(第7図2)、 甑

(第7図3)、 高杯4点(第7図4～7)の 合計7

点 の土器が実測 で きた。

小型丸底壷 は口縁 の端部がつ まんだ ように細 く

な り、口縁端 部外側 に稜 を形成す る。口縁 は 「く」

の字状 に外 反 し、扁平 な胴部へ と続 き、丸底 とな

る。底 部の内面 には横方向のヘ ラケズ リが認 め ら

れ る。

杯 はいわゆるヘル メッ ト形 で、体部 の中ほ どか

ら外反 し、体部の中 ほどか ら下位 にはヘ ラケズ リ

が認め られ、低部 は丸底 である。

高杯(4)は 杯 部が欠損 してお り、 にわか にそ

れ と断定で きないが、 高杯 であろう。脚 部は長 く、

やや内湾 しなが ら大 きく開 き、四つの穿孔 が認 め

られる。

高杯(5)は 完形 で杯部の底 部に稜線 が形成 さ

れる。脚 部は長 くやや膨 らむ筒状 を呈 し、横 に開

いて底部 となる。高杯(6)は 脚部 を欠損 してい

るが、杯部 と脚部の接合 部か ら直 ちに開 き、穿孔

が三つある。高杯(7)は 底部 のみの破 片である

が、段 を持 ち、北陸系 の ものであろうか。

特 に、遺構 に伴 った ものではないため、一括 し

て よいか どうか判 断に迷 うが、完形であ る高杯 の

杯 部のあ りかた、やや膨 らみ加減の長い脚部等か
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第8図

ら概ね笹沢編年の古墳IV期 段階のものであろうか。

(笹沢 ・1988)

一括埋納銭

約6,350枚の古銭が地下50mか ら一括 して検出

された。特に埋納容器は確認されなかった。おそ

らく、有機質の布袋等に入れて埋納されたもので

あろう。

表面採集の埋甕(第8図)

昭和59年 、大字新野字宮下地籍の農道工事の際

に露出した地層断面か ら関武氏が採集 した縄文土

器である。関武氏によれば、地表から1mほ ど下

位の黒色土層に埋没し、二個体の縄文土器は数m

ほど離れていた という。縄文土器2は 口縁部を欠

損するもののほぼ完形で、正位に直立 し、その口

に平たい石が蓋をするように、のっていたという。

埋甕であった可能性が高い。

縄文土器1は 口径約24cm、 現存高約30cmの 胴部

がややくびれる深鉢である。

地文に縄文が用いられ、隆帯により渦状 を基本

とした文様モチーフが施文される。隆帯によって

口縁部に施文された渦状の文様の一端が、そのま

ま水平に口縁部の下位を巡 り、途中で垂下して、

再び渦巻 き文を構成する文様のあり方は大きな横

S字 状の文様意匠を呈しているように思える。 こ

のような文様の構成をもつ土・器は、筆者の管見に

ふれたことがない。しかし、横S字 をこのように

周辺の出土遺物(2)

隆帯で表現 をする土器は新潟県以北の日本海側に

散見 され、当該地方に分布の中心をもつ、加曾利

E式 並行の土器ではないかと考えている。

縄文土器2は 胴部がややくびれる無文の深鉢形

土器である。無文であるため、時期や地域性を探

ることができず、詳細は不明であるが、中期末葉

には縄文や条線のみの深鉢形土器があることか ら、

そうした土器の類と見なせないことはない。

表面採集の子持勾玉(第9図)

平成7年 、中山保夫氏が自宅の前の畑(大 字新

野756番 地)で 農作業中に発見 したものである。

表採地は今回の調査区か ら、南東方向に約150m

上流にある。

滑石製で長 さ約7.8cmを計測す る大 きな勾玉で

ある。腹部に小 さな勾玉状(U字 状の突起)が あ

り、頭部は穿孔されている。表面全体が幅約0.2cm、

長さ約0.6cmの長方形に線刻 されている。

第9図 周辺の出土遺物 ・子持ち勾玉
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を確認す ることはで きなか った。

第3章 遺構と遺物

第2節 縄文時代

第1節 遺構及び遺物の概要

グリット設定は任意の起点を設け4mグ リット

を設置、南北に数字、東西にアルハベ ットを用い

た。

調査は重機によって遺構検出面まで掘 り下げ、

遺構検出面か らは手堀で発掘調査を行った。

扇状地地形のためか湧水が激 しく、遺構等の検

出は極めて困難であった。そこで調査区の境及び

東西に幅1mの トレンチを設け排水溝 とし、調査

を行った。遺物の取 り上げは遺構単位とし、遺構

外の遺物はグリットー括で取 り上げた。

新野遺跡は縄文中期後半か ら古代末期に及ぶ。

縄文時代はグリット出土遺物であるが中期後半か

ら後期前葉の土器及び打製石斧 ・くぼみ石などを

検出している。

弥生時代の遺構 として住居趾1軒 が検出された。

又、グリット内には弥生土器片が散在 していたが

その量は少量であった。

古代では住居趾10軒 、土坑13・基、焼土20基 が検

出された。各住居趾からの遺物については多様で

あり時間差が考えられる。当該地域の古代土器編

年は確定 しておらず、本調査では便宜的に任意に

並べた。

特に焼土が調査区に多数分布していた。その用

途については明らかにすることは出来なかった。

住居趾外の調理場 ・野外火所だった可能性 も想定

した。焼土の配置か らは規則性を読み取ることは

できなかった。

所属期が明らかではないが、土坑 も13基検出さ

れている。 しか し、その中には木痕等の撹乱を土

坑 と認定 したものも混在 している可能性がある。

土坑 も住居外の施設になる可能性があると考え調

査を実施 したが明確に出来なかった。

調査区は3000r㎡に及ぶが遺構が検:出されたのは

A・B区 のみであった。その他の調査区は古河川

及び圃場整備などによって撹乱されており、遺構

縄文時代の遺構は検出されなかった。土器片が

散布 していたが、いずれも小破片であ り、その分

布も希薄であった。検出された土器は中期初頭か

ら後期前葉にかけてのものである。

1土 器(第11図 か ら12図)

第1類(第11図1～11)

縄文時代中期前葉に編年されると思われる一群

を本類とした。小破片で判断に迷 うものが多い。

1は 口縁部の破片で口縁に平行 した三本の沈線文

が認められる。3、4、7も1と 同様に水平に沈

線文が施文される。

6は 沈線文が水平に施文され、その沈線 に重な

るように円形の刺突文が認められる。 これは五領

ヶ台式土器に比定されよう。

先述 したように本類は中期初頭の土・器群である

と考えたが、地域色が強 く、安易に比較すること

はできないが、北陸地方の中期前葉の土・器群との

関連性が指摘 されよう。いずれにしろ、今後の検

討が必要な___.で ある。

第2類(第11図12～20)

隆線により、渦巻 き状などの曲線的な文様が施

文されるものを本類とした。12は 口縁部に水平に

施文 された隆線と蕨手状の曲線文から構成される。

13は微隆帯によってS字 状のモチーフが施文され

た口縁部の破片である。14も 口縁端部に巡らされ

た断面三角形の微隆起線 とそこから垂下する渦状

の文様が施文されている。18、19は 胴部破片であ

り、渦状のモチーフが隆線によって施文 されてい

る。北陸地方に系譜をもつ縄文時代中期前葉の土

器に系譜をもつ ものであろうか。

第3類(第11図20～27)

太 目の隆帯に、刻 目を有する一群 を本類 とする。

いわゆる指頭圧痕文土器である。

指頭圧痕土器は千曲川水系の中期後半、加曾利

E式 の系譜をひいた土器群 と伴うことが多い土器

18



第10図 遺構配置図
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第11図 グ リッ ド出土の縄文土器(1)
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iv

第12図

であ り、下流域 に多い。

第4類 土器(第11図28～44)

加曾利E式 土器 に類似 する一群 を本類 とした。

断面三角形 の微隆線(28、32等)で 文様が施文 さ

れ る ものや、大 きなU字 形 の文様(35.36)、 波

状 口縁 の土器片(36)な どの存在 か ら、加 曾利E

式土器末葉 の土器である と考 える。

千 曲川水系 には加曾利E式 に類似す る、あるい

は系譜 を引 くと思われる土器群が分布 してお り、

関東地方 の加曾利E式 や、指頭圧文土器 との共伴

関係 や系譜が 問題 となる ところである。

第5類 土器(第12図45図 ～52)

グリッ ド出土の縄文土器(2)

堀之 内式土器 に並行す ると思われる一一群 を本類

とした。45、49な どは直接的 に堀之 内1式 に対応

させ ることがで きよう。46～48は 沈線 による文様

が施文 される ことか ら本類 に含 めた。 また、51.

52は 沈線 によって文様が施文 されてい るが、小破

片であ るために、文様の全体 を知 ることがで きず

本類 とす るには疑問が残 るが、一応本類 にふ くめ

てお く。

第7類(第12図53～67)

縄 文の施文 され る一群 を本類 とした。 おそ らく、

加曾利E式 土器 に類似 する土器群の胴部破片 であ

ろ う。
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第13図

第8類(第12図68～72)

条線状 の文様 が施文 されている土器群 を本類 と

す る。68か ら70は 条線が施文 される。お そ らく、

第4類 加曾利E式 土・器に類似 する一群 の土・器の胴

部破片 であろ う。71は 太い条線 で横方向 に波状 文

が、72は 条線 に よる波状文が施文 され:る。

2石 器(第13図1～19)

グリッド出土の縄文石器

側面に も敲打痕が認め られるが、形 を整 えるため

ハ ンマース トー ンが1点 、打製石斧 が5点 、石

1が5点 、剥片が9点 検 出 された。

ハ ンマース トー ン1は 断面 ほぼ四角形 の細長 い

転石 を用い、その両端面 を主 に作業 に用 いている。

のものである可能性が高い。

打製石斧は2の みが完形品で、他の5例 は欠損

品や未製品である。3は 胴部と刃部が欠損 してい

る。4は スクレイパー状を呈しているが、打製石

斧の未製品であろう。5も 同様に打製石斧の未製

品である。6も 同様に未製品であるが、その素材

は別の打製石斧製作時に生 じた大型の剥片ない し、

打製石斧の再生の際に生 じた大型の剥片であると

考えられる。7も 同様に打製石斧の再生剥片では

ないかと考えられる。

これまで、打製石斧の再生については余 り検討

22



された ことがないが 、丹念 に観察す ると意外 に多

くの打製石斧再生剥 片が 含 まれてい る。筆者 の経

験で は中野市栗林遺跡 において も、片面に磨耗痕

が残 る剥片 を何 例か確認 した。 おそ らく、刃部再

生剥片であろ うと考えている。

この ような打 製石斧再 生剥 片のあ り方か ら、打

製石斧 は欠損す るとす ぐに廃棄 されるものではな

く、刃部が幾度 も再生 されて、使用 されていた こ

とを示 してい る。

11～19の 剥片 はいずれ も小 さいが、13や15の よ

うに小剥離痕が観察 され るもの もあ り、臨機的に

使川 された と考え られる。

3新 野遺跡の縄文時代

今回の調査では縄文時代の遺構は確認できず遺

物 もわずかであったが、新野遺跡は縄文時代中期

のはじめの頃か ら存在し、後期前葉まで継続され

ることが明 らかになった。

また、平成2年 度の調査、昭和59年 の関武氏が

採取 した土器等を参考にすると、縄文時代の中期

後半から後期前葉が主体 となる遺跡 と考えて良い

であろう。
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第3節 弥生時代

住居趾1軒 、及び少量の土器片が検出された。

グリッドにおける弥生時代の遺物の散布密度は希

薄である。

1遺 構

1号 住居趾(第14図)はA区D12・13グ リッ ド

で検出 された。住居趾 の北半分は排水路 で撹乱 さ

れ、東側 は調査 区外 に延 びていた。そのため、全

体 を調査す るこ とはで きず、住居 の南西 コーナー

を検 出 したに とどまるが方形の平面形態 になる も

の と推測 で きる。

柱穴 は南東 コーナーの壁際 に一箇所検 出 され、

その覆土 内か ら弥生時代後期の土・器片が検 出 され

た。

また、遺物 は南東 コーナー に集中 して、 出土 し

ている。

2遺 物

1号 住居趾検出の土・器(第15図)は 甕形土器3

点が発見 された。いずれも、弥生時代後期のもの

である。1は 頸部が緩やかにくびれ、口縁部の外

反度が小 さい器形 となる。底部を欠 くため断言で

第15図 第1号 住居趾出土遺物
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第16図 グ リッ ド出土の弥生土器(1)
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第17図 グ リッ ド出土の弥生土器(2)

きないが短寸な甕である。胴部上半部まで、櫛描

波状文が施文されるが、頸部文様はない。2は 甕

の口縁部であるが、口縁部がやや外反し、口縁端

部が折 り返される。3は 甕の底部である。

いずれも、弥生時代後期の箱清水式土器 と考え

られる。ほぼ全形を知 りうる1は 胴部の くびれが

弱 く、頸部文様帯が欠けるなどの点から、箱清水

式土器の末葉段階のものと考えられる。

4か ら105は いずれ も箱清水式土器の破片であ

る。壷形土器、甕形土器がある。

グ リッ ド出土 の弥 生土器(第16図 、17図)

グリッド出土の弥生土器片の大半は箱清水式土

器のものであるが、第16図1～3は 外来系の土器

である。1は 口縁端部の破片で、端部がつままれ

たように薄 くなる。2は 頸部の破片で、頸部に刻

目をもつ隆帯が巡る。3も 口縁部の破片で端部が

有段を呈する。内面には矢羽状の文様が施文され

る。
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第4節 奈良 ・平安時代

1住 居玩

(1)2号 住居趾(第18図)

B区C・D-16・17グ リ ッ ドで検出 した。南西

の コーナーは調査 区外 に延 びるが、北壁 、西壁、

と東壁、南壁 の一部 を検 出 した。6×6mの 方形

を呈 し、覆土 の厚 さは20cmと 薄い。竈 は確 認でな

かった。

住居 の北側 の床面上 に、不正形で はあるが、ほ

ぼ2×2.5mの 範 囲 に厚 さ約5cmの 硬 い黄色 の粘

土層 を確認 した。床面全体 に認め られないので、

張床 とは考 えに くい。竪穴住居の壁材 が崩落 して

いた可能性 もある。

柱穴 は北、西、南のそれぞれの コーナー及 び南

西壁 のほぼ中央 に五箇所で確 認 した。

遺物 は焼土 のブロ ック周辺 に集中 して出土 して

いる。

周 溝 は西 コーナー を中心 に北東側 に160cm、 南

西側 に160cm確 認 されたが、 それ以外 で は確認 で

きなかった。検 出された周溝iは幅約20cm、 深 さ10

cmあ る。

また、西 コーナーの柱 穴か ら北壁の周溝 に向か

って幅約40cm、 深 さ7cmの 溝が確認 され た。

覆土内遺物(19図)

甕、杯、須恵器壷、須恵器杯等が検出 され てい

る。

第19図1.2.4.5.6は 甕である。胴部が

長い もの(1.4)、 丸胴 のもの(2)、 長胴 と丸

胴の 中間の器形 となる もの(5)が ある。

1は 口縁 部がゆる く反 り、胴部の中程 よ りやや

上位 に最大径 をもつ長胴i甕である。胴部上 半か ら

底 部 にかけて、ヘラケズ リされる。4も 同様 に長

胴 甕であるが、 口縁部がゆる く反 り、胴部 中程が

第18図 第2号 住居趾
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第19図

僅:かに膨 らみ、 そのまま底部にいたる。最大径 は

口縁部 にある。甕2は 口縁 部がゆる く反 る丸胴 で

あ り、底部 を欠損す る。おそ らく、丸底であろ う

か。

5は 長胴甕 と丸甕の中間の器形 をとるロ縁 部が

第2号 住居趾出土遺物

ゆるく反 り、そのまま丸底の底部に至る。底部外

面に僅かなヘラケズリ、内面は横方向にハケメ成

形される。

3は 鉢 とすべ きであろうか。口縁端部が指でつ

ままれたように外反し、口縁端部の下位 に稜を形
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第20図 第3・4号 住居趾
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第21図 第3号 住居趾出土遺物(1)
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第22図

成 し、やや内湾 しなが ら、底部 にいたる器形 とな

る。6は 底部のみであ るが3と 同様 の器形 になる

のであろうか。

土師器杯 は、回転台 を利用 して整形 した もので

ある。17を 除 き、 口径 、底径 に比 して器高が高い。

須恵器の形態 を模 した ものではないか と思 われ る

が古 い様相 と理解 したい。18の 返 りを もつ須恵器

杯が伴 った と考 えて もよいのではなか ろうか。10

の器台や17の 杯 は住居 の覆土 内へ の混入であ ろう。

そ うした点 を考 え、本住居趾 は奈良時代の前半の

もの と考 える

第3号 住居趾出土遺物(2)

(2)3号 住居 趾(第20図 上)

A区C-8・9グ リッ ドで検 出された。竈のあ

る東壁 と北壁 の一部を検 出 したにとどまる。検 出

で きた東壁 の長 さは約6mあ る。

東壁のほぼ中央 に竈が検 出された。竈 は礫 を芯

材 に している。竈 のある東の外側 には竈 を囲む よ

うに礫 が約30cm積 み上 げ られ礫 は竪穴住居 の一部

であ った可 能性が高 い。その礫上 に煙道 の一部が

確 認 された。

竈の南側 に二箇所貯蔵穴様 の土坑 を検 出 してい

る。竈 に近 い土坑か らは二個体分 の甕が、遠 い土

坑 か らは小型 の甕一個体分 を検 出 してい る。

竈 の北側 には竈か ら幅約20cmの 溝が東壁 に沿 っ

て約140cm伸 びている。 直接 、本遺構 と関係 があ

るか どうか は不明である。

覆土内遺物(第21図 ・第22図)

甕、杯、須恵器杯、壺、ハ ソウ、須 恵器杯 等が

検 出された。

第21図1～12はi甕 である。胴 が長 い もの(1～

8.11.12)、 丸胴 の もの(18)、 長胴 と丸胴 の中

間の器形 となる もの(9)が ある。

長胴甕は外面 に縦方向のハ ケメ、 内面 には横方

第23図 第4号 住居趾出土遺物
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第24図 第5号 住居趾
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第25図

向のハ ケメが観察 され る。

第22図16～19は 回転台 を利用 して整形 された杯

である。 口径 に比 して底部径が比較的大 きい。20

の須恵器杯 の存在 を考 える と第2号 住居趾 出土遺

物 よりも新 しい もので はあるが、奈 良時代 の もの

であろ う。

第5号 住居趾出土遺物

一(4)5号 住居趾(第24図)

(3)4号 住居趾(第20図 下)

A区E-9・10グ リッ トで検 出 された。南側 は

撹乱 をうけてお り、北壁 、及び西、東壁 の一部が

検出 され た。

住居趾の東壁 のほぼ中央 、壁 よりに焼土のブ ロ

ックが検 出 された。長 径約100×60cm、 厚 さ約20

cmの 不整形 な楕 円形 を呈 していた。焼土内及び周

辺 には焼礫 が散在 していた。竃が壊 された ものか

も知れ ない。

覆 土内遺物(第23図)

甕3、 杯3、 須恵器の ミニチ ュア壺 、高脚高台

の杯4が 出土 している。甕1～3は それぞれ器形

が異 なる。1は 長胴i甕で あろうか。外面 に縦方向

のハケメ、内面 には横方向のハケメが観察 され る。

2は 口縁部 がほぼ直立 し、胴部が張る形態 になる

甕である。外面 はカキ 目整形 される。3は 小型の

甕で、口縁部が ゆる く立ち上が り、胴部の 中位 に

最大径 を もつ。

5～8は 高 い高台 をもつ杯 か らの存在か ら、平

安時代 の後半の住居趾 であろ う。

A区E・D-11・12・13グ リッ ドで検:出された。

排水 のために掘削 した トレンチで北壁 の一部 を壊

して しまったが、東壁、南壁 、西壁及 び北壁 の一

部を検 出 した。5m×6mの 方形 を呈 し、覆土 の

厚 さは約25cmあ る。

竃 は北壁 のほぼ中央で発見 された。礫 が芯材 と

して用 い られ ていた。 また、焚 口か ら、約30cm奥

に、支石が検 出された。

竈 の東側 には棚状施 設が検 出され、甕(第25図

3)と 台付鉢(4)が 伏せ た状態で検 出 された。

本住居趾 内床 面上 に炭化物が散在 していた。幅

約20cm、 長 さ120cmほ どの大 きな木材 も検 出 され

た。

また竈 の東側、竃 よ り約1mの 距離 をおいて、

床 面に炭化 した板材が径約50cmの 円形 に整然 と並

んで発見 された。調査 した結果、いわゆる貯蔵 穴

である ことが判明 した。

蓋 は全部で四枚 の板材 で構成 され、板材 の大 き

さは、それぞれ48×17、56×14、61×14、48×10

cmほ どあった。

また、北 よ り数えて二枚 目の板材 には端か ら約

2cmの 位 置に一・辺3cmの ホゾ穴が穿孔 されていた。

蓋が された貯蔵穴 は径約50cm、 深 さ28cm、 一部

フラス コ状 を呈 していた。

覆土 内遺物(第25図1～4)

1と2は いわゆるロクロ甕 で、下半部 を欠 く。

3は 口縁部が小 さ く外反 し、胴部の中程がやや膨

らみ、底部 にいたる器形 である。胴部上半 の外面
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第26図 第6・7号 住居趾
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第27図 第6号 住居趾出土遺物

は縦方 向のハ ケメ、下半部 にはやや斜行す るハ ケ

メ、口縁部 内面 には横 方向のハ ケメが観察 される。

4は わず かに口縁部が外 反 し、丸底 のボール状 を

呈 し、短 い脚部 を もつ。

1と2の ようないわゆる ロクロ甕 と縦方向のハ

ケ メをもつ甕(3)と が共伴 するか どうか疑問の

残 るところである。確 か に住居趾覆土一括であ る

が、1と2は 混入 と考 えるべ きであろうか。
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第28図 第8・9・10・11号 住 居:趾
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第29図

(5)6号 住居趾(第26図 下)

B区D-15、E-15・16グ リッ トで東壁 と南壁

の一部が検 出 された。規模 は明確で はないが、方

形の住居趾 であろ う。住居趾 として は規模 が小 さ

いのが気 にかか るが、本稿 では住居趾 として取 り

扱 った。中央部 に焼 土のブロ ック と粘土粒 を含 ん

だ層が認め られた。床 面全体 に認め られ ないので、

貼 り床 とは考 えに くい。竪穴住居の壁が崩落 して

いた可能性 もあ る。

竈 は東壁 中央 に検 出 された。竈 は礫 が芯材 とし

て使 われ、礫 を中心 に粘 土が積み上 げられていた。

竈 内の焼土か ら半裁 したi甕(第27図5)が 出土 し

た。支脚 と して用いた可能性 もある。

竈 の1m北 側 に貯 蔵穴 を検 出された。貯蔵穴 か

らは甕(第27図1)が 出土 された。

また東壁 の外側 には2～5cmの 小礫が約60cm四

方 に集 め られていたが、本住居趾 と関連するか ど

うかは明か にで きなかった。

第8号 住居趾出±遺物

覆土内出土遺物(第27図1～11)

甕9、 杯4個 体 が測 図で きた。甕は1.4.6

のよ うに口縁部がゆる く外販 し、胴部 中位 に最大

径が あ り長胴 なもの、2.3の ように口縁 部が外

反 し、その まま底部 に至 る筒状 の もの、5、9の

ように胴が短寸な もの、7.8の ように口縁部が

「く」の字状 に外反 し、丸 い胴 部 を もつ ものが あ

る。長胴i甕4.6の 外面 には縦方 向のハ ケメが残

る。それ に対 して、筒状の甕は内面 にヘ ラケズ リ

痕が残 る。

四つ に分類 で きる甕 は住居 の覆土一括 資料で あ

り、共伴関係 にあると考 えて良いであろ う。

しか し、長胴甕 と短寸な甕、丸胴i甕は器種の違

い と考 えることがで きるが、筒状 の胴部 を もつ甕

は長胴甕 とは器種的 に重複す る。今後 の資料の蓄

積 を待ちたいが、長胴甕 と筒状 の胴部 をもつ長胴

甕 は編年的に細分で きる ものか、系譜的 な差異な

のか を検討 してい く必要 があろう。杯 は回転台整

第30図 第9号 住居趾出土遺物
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形 されるが、 口縁部 に比 して、底径がやや小 さい。

(6)7号 住居趾(第26図 下)

B区E・D-16グ リッ トで検出 した。東壁 と北

壁、南壁 の一部 を検 出 し、東壁 の長 さは2.8mあ る。

小型 ではあるが方形 の住居趾 と考 えられる。

竈 は南壁か ら検 出されたが、一部、竃が二つ に

われた ように、竃の内壁 を上 に向けて検 出された。

土器片が竈構築材 と して使われている。

なお、本住居趾 か らは土師器 片が出土 している

が、図示 し得 るもの はなかった。

(7)8号 住居 趾(第28図 上)

B区D-18グ リッ トで検 出 した。西壁 と南壁 の

一部が検 出 された
。規模 は明確 に出来 なか ったが

方形 を呈 す もの と思 われる。

竈は焼 土のブロ ックが検 出されただけで構築材

等 は確 認 されなかった。

柱 穴が1箇 所南西 コーナーか ら検 出 された。底

には平石 が置 かれていた。

覆i土内遺物(第29図1～11)

羽釜 はいず れ も胴部下半部 を欠 くが3点 、小型

の杯6点 検 出され た。杯10.11に は高台が付 く。

羽釜 の存在や杯 がいずれ も口径が小 さ く浅い こ

とか ら、おそ らく平安時代 末期 の ものであ ろう。

(8)9号 住居 趾(第28図 中左)

B区D-17グ リッ トで検:出した。北壁 と西壁 の

___.部が検出 されたのみで、規模 は明 らかではない

が方形 を呈 す。竈 は確認 されていない。

覆土内出土遺物(第30図)

杯 が4点 検 出されている。1～3は 回転台整形

され、杯 身がやや外 に湾 曲して底部 に至 る器形 と

なる。 口径 に比 して底径が小 さい。4は 高台 をも

つ。杯粕 陶器 を模倣 した ものであろうか。奈良～

平安時代か けて もの と考え られ よう。

(10)第11号 住居趾(第16図 中右)

西壁 と南壁の一・部 を検出 した。1辺 の規模 は明

らかではないが方形 を示す。竈は検 出されていな

い。西壁 に焼土 と炭化物 が確 認 された。

2土 坑

(1)1号 土坑(第31図1)

B区D・C-13グ リッ ドで検:出された。南側部

分が排水路 に より撹乱 されたため、平面形態 ・規

模 は明確 ではない。覆土 は検出面か ら約30cmを 測

り、底 は平 らで ある。覆土 は黒褐色土 の単層 で遺

物 は土 師器片が2点 出土 した。

(2)2号 土坑(第31図2)

B区D-14グ リッ ドで検 出され た。平面形態 は

瓢箪形で長径約80cm、 短径が約60cmを 測 る。覆土

は暗褐色土 の単層 である。遺物の出土はなかった。

(3)3号 土坑(第31図3)

B区D-16グ リ ッドで検:出された。平面形態 は

方形 で1辺 約60cmを 測る。深 さは検 出面か ら18cm

を測 る。覆土 は2層 に分層 された。上層 は暗褐色

土 で下層で は焼土粒 が混 じる。遺物の出土 はなか

った。

(4)4号 土坑(第31図4)

B区D-13グ リッ ドで検出 された。平面形態 は

瓢箪形 で長径約70cm、 短径 約40cm、 深 さは検 出面

か ら約20cmを 測 る。覆土は、 暗褐色土であ ったが

土坑 の中央 に長径36cm、 短径30cm、 厚 さ16cmで 灰

色粘土 のブロックが検 出 された。

遺構検 出面で甑が潰 れた状態で出土 した。

遺物(第32図)

棒状取 手 を胴部 に もつ甑である。口縁部 は緩や

か に外 反する。

外 面の上半部 はヨコナデ、内面 の上部 と外面の

下部にハ ケメ痕が残 る。中位 はナデが施 され る。

(9)10号 住居趾(第28図 下)

B区E-17グ リッ トでわずか に、床 面のみを検

出 した もので ある。平屋建物趾の可能性 もある。
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(5)5号 土坑(第31図5)

B区D-16・17グ リッ ドで検 出 された

態は長円形 で長径約70cm、 短径60cm、 深

面か ら16cmを 測 る。

覆土は暗褐色土の単層である。遺物 は

かった。

第31図 遺構図 ・土坑

(8)8号 土坑(第31図8)

,平 面形

さは検出

出土 しな

B区E14グ リッ ドで検 出された。平面形態 は

1辺 約径28cm、 不整形 な方形で ある。検出面か ら

の深 さは12cmを 測る。掘 り込み は箱型で底 面は平

らである。

覆土 は暗褐色土の単層 で遺物 は出土 しなかった。

(6)6号 土坑(第31図6)

B区E-14グ リッドで検 出 された。平面形態 は

方形で約60cm× 約60cm、 検出面 か ら深 さは24cmを

測 る。箱型 に掘 りこまれ底は平 らである。

覆土 は暗褐色土 の単層で遺物 は出土 しなか った

(7)7号 土坑(第31図7)

B区D-16グ リッ ドで検 出 された。平面形態 は

長円形で長径約60cm、 短径約50cm、 深 さは検出面

か ら約20cmを 量則る。

覆土 は暗灰褐色土の単層である。遺物 は出土 し

なか った。

第32図1号 土杭出土遺物
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(9)9号 土坑(第31図9)

B区D-17グ リッ ドで検 出 された。平面形態 は

ほぼ方形で約75cm× 約85cm、 深 さは検 出面か ら約

20cmを 測る。

覆土は暗褐色土 の単層 であるが、炭化物が混 じ

る層が挟 まれる。遺物 は確認 されていない。

(10)10号 土坑(第31図10)

A区D-12グ リッ ドで検 出された。平面形態 は

長方形 で長径約90cm、 短径約80cm、 深 さは検 出面

か ら16cmを ～則る。

覆土 は暗 褐色 土 の単層 で あ る。遺物 はな く時

代 の特定 は出来 ないが、2号 住居趾(奈 良時代前

半)の 上層か ら検 出された。奈良時代前半 よ り新

しい もの考 える。

(11)11号 土坑(第31図11)

B区E-13グ リッ ドで検 出 された。平面形態は

長 円形で長径約60cm× 短径40cm、 深 さは検出面か

ら約16cmを 測 る。覆土 は暗褐色土 で焼土粒 と炭化

粒子が混 じる。

3焼 土

焼土を遺構 とするには無理があるようであるが、

住居趾周辺に焼土のブロックが多 く確認でき、用

途は不明ではあるが、野外で火が使用 された地点

と考え、本報告書では遺構 として扱 う。

(1)1号 焼土(第33図1)

B区C-14・15グ リッ ドで検 出された。調査 区

外へ延 びてい る。調査 区の壁 に土 師器 と須恵器 が

密集 し、数点の焼礫 も確 認 された。範囲は調査 区

外 にかか るため不 明である。

遺物(第34図1・2)

実測可能な甕 と杯 がそれぞれ1点 ある。1は ロ

クロi甕で、口縁部 の内面 に横方向のハケメがあ る。

2は 小 型の杯 で回転台整形 されている。平安時代

の ものであろ う。

(2)2号 焼土(第33図2)

、B区D・E-17グ リッ ドで検 出された。規模 は

長径 約70cm、 短径約50cmの 楕 円形、焼土の厚 さは

4cmを 測 る。焼土 を中心 に炭化粒 子 と焼 土粒 子が

径約3mの 円形 に分布 してい る。

遺物 は土 師器片が数点出土 したが実測可 能な も

のはなか った。

(3)3号 焼土(第33図3)

B区D-15・16グ リッ ドで検出 された。規模 は

長径約90cm、 短径 約60cmの 楕 円形である。

焼土のブ ロックの中に3基 の 円形の落ち込みが

検 出 された。遺物 は確認 されていない。

(4)4号 焼土(第33図4)

B区F・E-16グ リ ッ ドで検 出 された。規模 は

長径160cm、 短径120cmの 楕 円形 で厚 さは約20cmを

測 る。上面 に礫 が散 らば り、竈 を連想 させ る焼礫

と粘土 ブロックが焼土の上面か ら検出 された。

焼土の断面は約20cmと 厚 い。炭化粒子 が焼土 を

中心 に径2mの 範 囲で分布 していた。

焼土の下位 に長径約70cm、 短径約60cm、 深 さ約

18cmの 長円形 の土坑が検 出された。焼土 との関係

は明 らかにす るこ とがで きなかった。

遺物(第34図3～7)

実測可能 な遺物 は甕が1点 、杯が4点 検 出 され

た。

3は 口縁部が緩やかに外反 し、胴 部中位 に最大

径 を もつ甕である。外面 にハケメが観察 される。

4～7は 杯 である。4は 内面に黒色処理が施 さ

れてい る。6は 底部 に と内面 に稜 を もち、屈 曲 し

て底 部にいたる。杯5.7も 同様 な器形で ある。

(5)5号 焼土(第33図5)

B区D-17・18グ リッ ドで検 出 された。規模

は長径70cm× 短径約30cmの 楕 円形 、焼土 の厚 さは

約2cmを 測 る。地山の焼土化 も弱 く、2号 焼土 と

類似 し、同類 の用途 を もつ遺構 である可能性が考

え られ る。
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第33図 遺 構図 ・焼土
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(6)6号 焼土(第33図6)

B区D-16グ リッ ドで検 出された。規模 は長径

110cm、 短径80cmの 楕 円形、焼 土の厚 さは4cmを

測 る。焼土 の層 には赤色 と黄色の二者がある。

遺物(第34図8～10)

実測可能 な土 師器 の甕 を3点 検 出 した。いず れ

もロクロ整形 の甕 である。8は 口縁 部が 「く」 の

字状 に外反 し、端部 は指でつ ままれた ように細 く

な り、胴部外面 はヘ ラケズ リされ る。9も8と ほ

ぼ同様 な器形 となるが、 口縁端部 は丸 く整形 され

る。9の 胴部 内面 にはカキメが観察で きる。10も

8と 同様 な器形 となる と思 われ るが、口縁 部の中

程がやや厚 くなる。

この三点 の甕 はいわゆるロクロ整形甕 の口縁 の

あ り方を良 く表 している。甕の共伴 関係 をみる と

先述 した口縁部が セ ヅ トになることが多 い。三様

の口縁 部形態が時 間差 なのか造 り手 の違 いに よる

ものか定 かではない。

(7)7号 焼土(第33図7)

B区C-14グ リッ ドで検出 された。規模 は径約

30cmの 円形、厚 さは4cmを 測 る。規模 は小 さい。

上面に土 師器 を検 出す るが、焼土 と土 師器 の問に

黒色土が1cmほ ど堆積 してい るため遺構 との関連

がない可能性 もある。

遺物(第34図11)

口縁部が ゆる く外反 し、胴 部上位 に最大径 をも

つ ロクロ整形 のi甕であ る。

(8)8号 焼土(第33図8)

B区D-18グ リ ッ ドで検 出 され た。規模 は長径

約70cm、 短径約30cmの 楕 円形、焼土の厚 さは2cm

を測 る。使 われた期間の短 い焼土 と考 える。

(9)9号 焼土(第33図9)

B区D・C-14グ リッ ドで検出 された。規模 は

約40cmの 円形で焼土の厚 さは4cmを 測 る。焼土層

は薄 く、使用 された期 間が短 い焼土 と考 える。

(10)10号 焼土(第33図10)

B区D・C-14グ リッ ドで検 出 された。規模 は

長径100cm、 短 径60cmの 瓢 箪形 で、焼 土 の厚 さ4

cmを 測 る。焼土層 に焼礫 が2点 、外側 に1点 ある。

(11)11号 焼土(第33図)

B区D-18グ リッ ドで検 出された。

規模 は長径約50cm、 短径20cmの 瓢箪形で厚 さは

約4cmを2則 る。

(12)12号 焼 土(第33図12)

B区D-19グ リッ ドで検 出された。

規模 は長径約70cm、 短径約60cmの 円形 で焼 土の

厚 さ約20cmを 測 る。検 出面 には粘土ブロ ック、焼

礫そ して土 師器片が散在 し、その下部 に焼土層が

ひろがっていた。周辺 に炭化粒 と焼土が約3mの

範囲で広が る。

粘土、焼礫 はか まどの構 築材 として使用 された

可能性が考 え られ、竃の壊 れた ものの可能性があ

る。

遺物(第34図12～22)

実測可能 な甕が8点 、杯が3点 、検 出 された。

12は 須恵器大甕の底 である。胴部下端 にヨコ方

向のヘ ラケズ リが認め られる。13は 丸 い胴 部 をも

つ ロクロ整形の甕である。胴部上半部は上 か ら下

に向か って斜 めにヘラケズ リ、胴部下部 は下 か ら

上 に斜めのヘ ラケズ リが認め られる。14も13と 同

様 な器形 となるロクロ整形のi甕である。

15か ら19は ロクロ整形の甕である。15、18に は

底部か ら胴部上半部の方向 にヘ ラケズ リが観察 さ

れ る。口縁端部 には丸い もの と面 を持つ ものが大

半であるが、17は 口縁端 部に面 を もつ。

20か ら22は やや内湾気 味に立 ちあがる杯 である。

口径 部に比 して底径 はやや小 さい。

(13)13号 焼土(第33図13)

B区D-14グ リッ ドで検 出された。径約40cmの

楕 円形 で、焼土の厚 さは約5cmを 測 る。小型であ

るため短期 間の焼土 と考 える。完形 の甕が1点 検

出 された。
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第34図 焼土出土遺物
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遺物(第34図23)

23は ロ縁部が緩やかに外反 し、胴部最大径 を胴

部の中位にもつロクロ整形の甕である。胴部最大

幅下に4条 の沈線をもつ。

(14)14号 焼 土(第33図14)

A区C-11・12グ リッ ドで検:出された。規模 は

径約1mの 楕 円形 で、焼土 の厚 さは15cmを 測る。

上部 に焼礫 、土 師器片、完形 の壺 などが散在 する。

焼土のブ ロックの周 囲に も焼土が散在 している。

竃の壊 れた ものではないか と考 える。

遺物(第34図26～44)

実測可能な遺物 はX11点 、土師器杯3点 、須 恵

器の杯3点 、甑1点 、須 恵器 の高」不1点 、須 恵器

の壺1点 が検 出 された。

26か ら30、33、34は ロクロ整形 の甕である。26

はほぼ完形品で、ロクロの特徴 を良 く示 している。

口縁部 は 「く」の字状 に外 反 し、胴部の上位 に最

大径 を もち丸底 の底 部にいたる器形 となる。口縁

端部 は面 と りされ、胴部最大径 あた りまで、底 部

か ら胴部上半方向に縦方 向のヘ ラケズ リが される。

内面 にはカキメ、底 部付近 の内面 にはハケ整形痕

が残 る。

31は 口縁部が大 き く外 反 し、短寸 な小型 のi甕、

32は31と 同様 に口縁 部が大 きく外反 し、やや胴部

に膨 らみ をもつ円筒状 の甕 であろう。胴 部外面 は

縦方 向のハケ整形が行 われている。

37は 須恵器壷、38は 須 恵器 の高杯で脚 部に四角

いすか し窓 をもつ。39か ら41は 須恵器杯 、42か ら

44は 土師器の杯 である。須恵器杯 はやや杯 身が 内

湾す るように立ち上がる。

焼土層が近接 して3箇 所検出 された。それぞれ円

形 で径約40cmの 大 きさをもつ焼土層が2箇 所 、径

約30cmの 焼土層が1箇 所、それぞれの焼 土層の厚

さは約10cmを ミ則る。

これ らの焼土層 を中心 に、約4m四 方 に焼礫 、

炭化粒、焼土粒 、粘土ブ ロック、土 師器、須 恵器

が散在 してい る。

検 出当初 は3箇 所 の別々の遺構 と考 えた。 しか

し、最 も地 山の焼土が強い西側 の焼土層 を本来 の

もの と考 え、それが飛散 した ものではなかろ うか。

西側約2mに5号 住居趾 があ り、5号 住居趾 の

野外施設の可能性 も否 定で きない。

(17)17号 焼土(第33図17)

A区F-12グ リッ ドで検 出され た。規模 は長径

約20cm× 短径 約12cmの 楕 円形 で、焼土の厚 さは約

14cmを?則 る。

焼 土層 を中心 に約160cmの 楕 円形 に炭 化粒 と焼

土粒が散在 している。5号 住居趾 の東側1mの 所

にあ り、検出面 が同 じで同時期の施設の可能性 も

考 え られ る。

(18)18号 焼 土(第33図18)

A区C・D-12グ リッ ドで検出 された。規模 は

長径240cm× 短径約120cmの 浅い皿状 の土坑 の上面

に焼土層が堆積す る。焼土 は土坑 の北側 と南側 の

二箇所 あ り、 それをおお うように炭化粒子や焼土、

焼礫 、粘 土、土器が分布 している。

南側 の焼土 は黄色 を呈 し、焼土層 も厚 く、焼土

の度合 いが強 い。一方、北側 の焼土 は赤褐色 を呈

す るが、やや焼土の度合 いが低 い ように見 える。

(15)15号 焼土(第33図15)

A区E-11グ リッ ドで検 出された。径約70cmの

円形 に広が る黄色粘 土層 の上 に焼土がのる。焼土

層 は径約20cmの 円形 に堆積 し、厚 さ2cmを 測 る。

焼土層 は薄い。

(16)16号 焼 土(第33図16)

A区D-11、C-11・12グ リ ッ ドで検:出 され た。

(19)19号 焼土(第33図19)

A区D-12・13グ リッ ドで検 出された。規模 は

長径約40cm、 短径 約30cmの 楕 円形で厚 さは2cmを

測る。焼礫が数点 と西側 に約1m、 幅約40cmの 焼

土 と炭化粒が広がっていた。5号 住居趾 の竈 西側

直上 か ら検 出されお り、5号 住居趾 の竈 の一・部の

可能性 もある。
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(20)20号 焼土(33図20)

A区F-11・12グ リッ ドで検:出された。焼 土は

南側 に径約50cmの 円形 を成 し、厚 さ約4cmの 焼 土

と、北側 に約40×10cmの 焼土2箇 所 を検 出 した。

北側 の焼土 は炭化物 ・焼土の上 にあ り、南 か ら流

れた もの と考 える。焼土 と炭化物 は約120×240cm

の範 囲に検 出された。焼礫や遺物 は検 出 されてい

ない。

4グ リ ツ ド出土 の遺物

(1)土 器

奈 良 ・平安時代 の土器が大半であるが、古墳時

代 の土器 も少量確認 されてい る。そのため、説 明

がやや煩雑 になるが、古墳 時代 の土器 も含 めて、

グ リッ ド出土 の土器 について記述 する。

第35図1か ら5は 古:墳時代 の土器 である と考 え

る。1は ロ縁部が大 き く外 反 し、 口縁短部が折 り

返 し口縁 となる壷であ ろう。2は 有段 口縁 の壷の

口縁部、5は 小型丸底壷であろ う。

7か ら11は ハ ケメ整形が顕著 に認 め られる一群

である。本稿 では一応古:墳時代 の遺物 と考 えたが、

奈 良時代 まで時代が下が る可能性 もある。

12.13は 外面がハケメ成形 される長胴甕 と考 え

る。

第35図14か ら第37図40ま でロクロ整形の甕であ

る。

実測 図で は胴部上半か ら口縁部 にか けての もの

が多 くなって しまうが、胴部下半部 はヘ ラケズ リ

される もの と思われる。

先述 した ように口縁部 の形態 は多様であるが、

それが時 間差 に起因する ものか、造 り手 に起 因す

るか 明かで はない。

第37図41、42は 小型 のロクロ整形のi甕である。

第37図47か ら第38図105ま で は杯 で ある。杯 は

丸底様の ものか ら、 口径 に比 して底径 の大 きい も

のか ら小 さなものへ と変化 し、やがて、浅 く皿状

になると考 えられているが、その間に明確 な線 を

引 くことがで きない。概ね奈良時代 か ら平安時代

末期の もの まで含 めて一括 した。

47か ら48は 若干 の綾 を もって丸底 にいたる。49

は若干趣 を異 に して、底部 に縦方向のヘ ラケズ リ

が認 め られ る。

第38図84か ら98は いわゆ る高脚 高台 をもつ類 で

あ り、古代末期 に編年 され るものである。

99か ら105ま で は椀状 の杯 で あ る。灰粕 陶器 を

模倣 したものであろ う。

第38図106か ら109は 高杯 で あ る。109は 脚 部が

長 く、底部の開 きが小 さい。

第39図 はグ リッ ド出土 の須 恵・器 を集 成 した。

111は 壷、112か ら114は 甕 である。

杯118は 口径 に比 して底径 が大 き く、杯 身 も直

立す ることか ら中島英子編年第3期 第3段 階 に相

当 しようか。杯117は 口径 に比 して底径 が大 き く、

直立的な杯 身 をもち、高台がつ く。高台の径 は大

き く、底部 は平坦で あることなどを加 味すれば、

中島編年 第4期 第1段 階 に相 当する と考える。杯

118は 口径 に比 して底径が小 さ く、中 島編 年第4

期 第1あ るい は2段 階の所産 であ ろう。杯1igは

中島編年5期 以 降の ものであろ う。

120.121の 杯 蓋 は宝珠 状のつ まみ を もち、120

の蓋縁 は屈 曲 しない。やは り、 中島編年5期 以降

の ものであろうか。

122は す り鉢、123は 壷 の底部であ ろう。

(2)そ の他の遺物(第40図)

1は スタンプ状の石器である。断面四角形で、

側面がやや内湾する側縁をもった四角錐状を呈す

る。第4号 住居趾で検出された。底面に印字がな

いが、古代の印と形状が良 く似ている。

2は 土製の紡錘車。2号 住居趾で検出された。

3は 管玉。4は 小さな蓋状の金属器である。5

は鉄製の鏡である。
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第35図 グ リッ ド出土遺物
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第36図 グ リッ ド出土遺物
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第37図 グ リッ ド出土遺物
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第38図 グ リッ ド出土遺物

49



.第40図 出土遺物
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第5節 ・近 世 ・近 代

1掘 立柱建物趾

1号 建物趾(第41図)

B区D-15・16・17グ リッ ドで検 出 された。柱

の径約50cm～90cmで 、調 査 区外 にの びる。 そ の

ため全容 は確認 で きない。遺物が無 く時代 は不 明

であるが、鏡破片が 同地層か ら出土 している。

2号 建物趾(第41図)

A区C-8・9・10グ リッドで検 出 された。規

模 は2.8m×8mで 、柱 の径20cm～60cmで 柱 の数

は15基 で遺物が無 く時代 は不 明である。検 出面か

ら考 えて近代 の建物趾 とす る。

第41図 掘立柱建物

2畝 状遺構(第42図)

A区C・D・E-9・10・11・12グ リ ッ ドで検

出された。4層 直上 で、北東か ら南西 にか けて と

北西か ら南東に10条 の畝が検出 された。畑の畝 と

は断定 は出来ないが、黄色砂 が短時間で覆い現況

をとどめている もの と考 える。

第42図 畝状遺構
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3井 戸 ・排水 路遺構(第43図)

井戸 はA区D-4グ リ ッ ドで検1出された。規模

は深 さ約120cmで 、径約90cmを 計測する。

最近 まで使用 されてお り、近在の人の話 による

と50年 前 に井戸周 り上部の石組 を作 り変 えた とい

う。

井戸の壁 に使用 されて いる礫1辺 約10～20cm

前後 の角礫であ る。井戸の上方では1辺 が40cm前

後の平石が積 まれている。井戸の底 は泥炭層で、

その上 に10～30cmの 平石が斑 に敷 かれてい る。

井戸 には排水路が設け られている。排水溝の両

側縁 は約25cm前 後の角礫 で造 られ、40×50cm前 後

の平石で整然 と排 水溝 をおおっている。

石組み による排 水溝 は井戸 か ら約12m続 き、そ

れよ り下流で は掘 り込んだだけの溝 にな りB調 査

区まで続いてい る。

排水溝 は井戸西側か ら西 に向かい約3mの 地点

か ら、方向 を北に向けゆる くカーブ しなか ら斜面

を下 っている。

排水溝 の方 向が ゆる く北 に向か うことや蓋石が

設け られているこ とか ら、建物があ ったのではな

いか と考えたが、確認 は出来 なかった。

何 度か造 り替 えが行 われ、井 戸 か ら約4.5m離

れた地点では、土管 を用いて排 水溝 を迂回 させ て

いる。

また、石組 みの排水溝の礫 を取 り除 くとその下

位か ら、平板 で溝の両側 を造 った、排 水溝 があ ら

われた。溝 の両側縁 を形成す る板材 は、幅約20cm、

長 さ140cmあ る。下位 か ら¥1板 が内側 に杭 止めが

され対 で出十 した。南側の板 は現状 をとどめてい

るが、北側 の板 は北側 に倒れて現状 をとどめてい

ない。

時代 は石組 み、板材排 水溝 とも遺物 が無 く時代

特 定はで きないが、板材排 水溝 は近代 よ り古 くは

遡 らない と思 われ る。
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第43図 井 戸 ・排水路
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写 真 図 版



図版1
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遺跡全景

調査区全景
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図版2

金鎧山古墳遠景

高遠山古墳
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図版3

1 ・5号 住居趾

2号 住居趾
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図版4

5号 住居趾

5号 住居趾炭化物出土状態

59



図版5

5号 棚状遺構

5号 貯蔵穴の蓋板
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図版6

蓋板取 り上げ作業(チ ッソガスの注入)

4号 住居趾
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図版7

6号 住居趾かまど

6号 住 居趾 かまど
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図版8

4号 土坑

畝状遺構
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図版9

井戸 ・排水路

木製 ・排水路
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図版10

作業風景

現地説明会
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図版11

作業風景

作業員全体写真
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図版12

1

1号 住 居趾

2～6

2号 住 居趾

7^一10

3号 住 居 趾

11～14

4号 住 居趾

15～17

5号 住 居趾
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図版13

18.22

6号 居住趾

23

8号 居 住趾

24

9号 居 住趾

25～26

14号 焼土

27

1号 土坑

28

グ リ ッド よこへい

29～30

グ リッ ド 杯

31

グ リッ ド フタ

32

グ リッド 打製石斧

33

グ リ ッド 銅製品

34

グ リッ ド 管玉

35

グ リッ ド 鏡

36

グ リッド 馬の歯
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あとが き

新野遺跡の発掘調査が始まったのは、盆明けの

8月19日 からであった。発掘面積か らすれば、調

査 日数はかな り厳 しいだろうと予想された。調査

の結果、遺跡は縄文中 ・後期、弥生後期、奈良 ・

平安時代のいわゆる古代の時期が重層 して発見さ

れたのであるが、縄文時代は泥炭層に埋没 した状

態で、遺構 らしいものは確認できなかった。また、

弥生時代 も部分的に遺構が検出されたが、面的な

広が りはみられなかった。

集落跡が面的な広が りをもって確認 されたのは

古代であった。それも調杢区域の約半分は土地改

良事業で撹乱 されており、古代集落跡 も河川の浸

水で廃棄された状態で検出された。そのため、発

掘期間は大幅に短縮 されることになり、予定期間

内に終了することができた。また、調査方法 を委

託方式に変え、調査の効率をはかったことも、期

間短縮につながったと思われる。

ところで、今回の発掘区域は真引川右岸に沿っ

た地点で、古代における河川と集落の関係につい

て、恰好の資料を提供することができた。すなわ

ち、 この調査区域では集落を構成する住居趾や土

坑が、河川敷に接するほど近 くまで作 られていた。

遺構の配置は不規則で、残存の状態はあまり良好

ではない。冠水を受けるような場所になぜ住居な

どを建てる必要があったのだろうか。この集落遺

跡にとって、真引川流域はかなり重要な意味をも

っていたに違いない。

新野遺跡は問山扇状地の扇端部に広がる大規模

な集落遺跡である。過去に調査された新野上東遺

跡は日野小学校に所在する。調査ではこれといっ

た成果がなかったようであるが、新野遺跡の北端

をなす位置にある。過去に調査された新野遺跡は、

今回の調査地点より東側の、真引川からやや離れ

た地点にあたる。ここでは縄文時代の遺物がまと

まって発見されている。中世の埋納銭 も多量に発

見されてお り、注目される。

新野遺跡か らの展望はすばらしい。西方の眼下

に延徳沖 とよばれる水田地帯が一望できる。延徳

沖は千曲川の後背湿地であるが、 まぼろ しの 「延

洞湖」で もある。この延徳沖を囲んで、北側には

西条 ・岩船遺跡群など、中野扇状地の扇端部遺跡

が広がっている。西側は高丘丘陵上に安源寺遺跡

などが所在 している。南側は中子塚遺跡 など、小

布施扇状地の扇端部遺跡が立地している。延徳沖

を囲む東側は新野遺跡である。

このように、延徳沖を囲む遺跡は比較的大規模

な集落遺跡である。そして、これらの遺跡は延徳

低湿地の水稲農耕に支えられていたと考 えられる。

新野遺跡では扇端部の豊富な湧水 を中心 に集落が

形成され、さらに扇央部では畑作あるいは牧場の

営みがあったと思われる。また、i薪炭生産などで

里山への依存 も多かったに違いない。

中世になると、問山扇状地では建応寺 など特異

な遺跡がみられる。新野遺跡で発見された多量の

埋納銭も特異である。関係があるかどうかは別に

して、15世 紀頃この新野を支配 した武士 の名が文

献にみえる。例えば、1461年 に新野郷の新野朝安

が諏訪上杜の御射山祭頭役にあてられている。頭

役には莫大な銭が必要で、埋納銭はそのための備

蓄銭 という考えもある。1463年 の高橋の合戦は、

越後の上杉右馬頭 と高梨政高が対抗した戦いであ

る。この時、新野郷の新野朝安や大熊郷 の大熊高

家 らは上杉 に加担 し、破れ滅亡 した。これ以後、

新野郷は高梨氏が支配する所 となった。思うに、

新野氏は古代の新野集落を基盤iにした豪族の末喬

で、中世の時代 とともに武士化 した豪族であろう。

以上、あとがきにかえて新野遺跡の所見を述べ

てみた。発掘調査から報告書の作成にいたる半年

間であったが、これに従事 していただいた調査団

のみなさんには心から感謝申し上げたい。

(調査団長 関 孝一)
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新野遺跡報告書抄録

ふりがな しんのいせ き

書名 新野遺跡

編集者 竹田保夫

編集機関 中野市教育委員会

所在地 〒383-00251長 野県 中野市三好町1-3-19

遺跡所在地 中野市新野字宮下461-1～479-3

遺跡県番号 6539

遺跡位置 北 緯36043'14.53東 経138。22'32.11"

標 高348m

調査期間 平成14年8月19日 ～11月22日

調査面積 2363m

調査原因 真引川改修工事に伴うもの

種別 集落跡

主な時代 縄文時代中 ・後期、弥生時代後期、奈良時代～平安時代

主な遺物 縄文土・器 ・石器、弥生時代土器、奈良時代～平安時代土師器 ・須恵器

主な遺構 弥生時代 ・奈良時代～平安時代住居趾、土坑、焼土

調査協力 ㈹ 中野広域 シルバー人材 セ ンター
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